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＜ 秋の矢並湿地の一般公開 ② ＞ 

日本広しと言えども、シラタマホシクサの群落の中に、東海地方だけに生育し絶滅が危惧されるミカ 

ワシオガマの群落が、これほどたくさん見られるのはこの矢並湿地しかないといっても過言ではありま 

せん。 ２日間の湿地の案内解説の巡回中に出合った昆虫は、ヒメアカネ、ミドリヒョウモン、イチモ 

ンジセセリ、キタキチョウ、アサギマダラ、オオカマキリ、ムネアカハラビロカマキリなどでした。
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